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■人口動態■
平成30年4月30日現在

（  ）内は先月比
男………447人(－1）
女………499人(－2）
計………946人(－3）
世帯数…388戸(＋2）
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❶ 総括

❷ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数の状況

（4）給与制度の総合的見直しの実施状況について

（5）特記事項

⑴職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（29年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、28年４月１日現在の人数である。
　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員(短時間勤務)）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

95328年度

区分

一般行政職
区　分

新庄村

岡山県
国

類似団体

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額(国比較ベース)

28年度

区分 給料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

給　与　費

住民基本
台帳人口
（29年1月1日）

職員数

  A

一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

類似団体
平均一人当たり

給与費

実 質 収 支歳 出 額 A

新庄村 類似団体平均 全国町村平均

人 件 費 B
人 件
費 率
Ｂ ／ Ａ

27年度の
人件費率

人

90.7
92.0

89.8

95.0 95.3 95.595.6
96.3

89.6

95.6
95.8

96.498.9

H25.4.1

94.8 95.4

2,003,717 千円 106,169 千円 253,187 千円 12.6 % 15.8 %

33 人 84,948 千円 16,314 千円 32,206 千円 133,468 千円 4,044 千円 5,433 千円

新庄村の給与・定員管理等について

（参考）

（参考）

（参考）

H26.4.1 H27.4.1 H29.4.1H28.4.1

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団
　　体の一般行政職の給料月額を同一の基
　　準で比較するため、国の職員数(構成)
　　を用いて、学歴や経験年数の差による
　　影響を補正し、国の行政職俸給表(一)
　　適用職員の俸給月額を100として計算
　　した指数。
２　類似団体平均とは、人口規模、産業構
　　造が類似している団体のラスパイレス
　　指数を単純平均したものである。
３　平成25年は、国家公務員の時限的な
　　（２年間）給与改定・臨時特例法によ
　　る給与減額措置がないとした場合の値
　　である。

  38.9 歳

  43.6 歳

  43.6 歳

  40.8 歳

  306,982 円

  419,521 円

－

  334,798 円

  273,500 円

  338,315 円

  330,531 円

  295,601 円

  294,324 円

　369,559 円

 410,719 円

  324,655 円

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２%の引下げ及び地域手当の支給割合の
　　　　見直し等に取り組むとされている。

（給料表の改定実施時期）平成27年4月1日
（内容）【記入例】一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均2.0%引下げ。
　　　　  激変暖和のため、3年間（平成30年3月31日まで）の経過措置（現給保障）を実施。

管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年4月1日実施）

①給料表の見直し
［　実施　　未実施］
　実施内容（平均引下げ率、実施(実施予定)ｂ時期、経過措置の有無等具体的な内容(未実施の場合には、その理由)

②その他の見直し内容

①一般行政職

　  なし

※　29年４月１日のラスパイレス指数が、①３年前に比べ１ポイント以上上昇している場合、②３年連続で上昇している場合、③100を超え
ている場合について、その理由及び改善の見込み
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❹ 職員の手当の状況
⑴期末手当・勤勉手当

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

⑵退職手当（29年４月１日現在）

新庄村

自己都合

勧奨・定年

新　庄　村 岡　山　県 国

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

国

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

１人当たり平均支給額(28年度)

（28年度支給割合）
期末手当      勤勉手当
2.60月分　　1.7月分
( － )月分　  ( － )月分

（28年度支給割合） 
　期末手当　　勤勉手当
   2.60 月分      1.7 月分
   (1.45)月分     (0.8)月分

（28年度支給割合）
  期末手当      勤勉手当
  2.60月分      1.7月分
  (1.45)月分     (0.8)月分

1,311千円
１人当たり平均支給額(28年度)

1,707千円 －

20.445月分

25.55625月分

29.145月分

34.5825月分

41.325月分

49.59月分

49.59月分

49.59月分

20.445月分

25.55625月分

29.145月分

34.5825月分

41.325月分

49.59月分

49.59月分

49.59月分

❸ 一般行政職の級別職員数等の状況

⑵職員の初任給の状況（29年４月１日現在）

⑶職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況（29年4月1日現在）

（注）１　新庄村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注） 平成１８年に８級制から６級制に変更している。
　　　（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び５級を
　　　　それぞれ統合）

区分

新 庄 村

岡 山 県

国

一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒 中 学 卒

⑴一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（29年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容

１級

２級

３級

４級

５級

６級

１号給の
給料月額

最高号給の
給料月額職員数 構成比

178,200円

191,000円

178,200円

146,100円

154,100円

146,100円

131,700円

－

－

127,900円

－

－

区分

経験年数10年

経験年数20年

経験年数25年
経験年数30年

一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒 中 学 卒

222,900円

－

379,800円

－

－

－

361,800円

－

－

－

－

289,700円

－

－

－

－

5人

5人

4人

1人

4人

2人

23.8％

23.8％

19.0％

4.8％

19.0％

9.6％

141,600円

191,700円

227,900円

261,100円

287,100円

317,700円

246,600円

303,400円

349,200円

380,200円

392,200円

409,400円

平成29年度の
構成比

１年前の
構成比

５年前の
構成比

1級 2級 3級 5級 6級4級

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

9.6%

19.0%

4.8%

19.0%

23.8%

23.8%

13.6%

27.3%

4.5%

13.6%

31.8%

9.1%

9.5%

33.4%

14.3%

19.0%

19.0%

4.8%

課長､会計管理者､保育所長の
職務

課長､会計管理者､保育所長､
課長補佐の職務

課長補佐､主幹の職務

係長又は主任の職務

定型的な業務を行う主事､保
育士､保健師､看護師､栄養士､
歯科衛生士､主事補の職務

高度の知識又は経験を必要と
する業務を行う主事、保育士､
保健師､看護師､栄養士､歯科
衛生士の職務

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置(2～20％加算)　1人当たり平均支給額   18,945  千円

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置　（割増率２～４５％）

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、28年度に退職した職員に支給された平均額である。
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大
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ま
し
た
。

　
本
年
は
４
名
の
方
が
新
入
団
員

と
し
て
入
団
さ
れ
、
代
表
で
船
水

佳
祐
団
員
が
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
団
長
訓
示
、
村
長
式
辞
に
続
き
、

真
庭
市
消
防
団
長
、
真
庭
市
消
防

本
部
消
防
長
が
挨
拶
さ
れ
、
そ
の

後
、
服
装
・
機
械
器
具
点
検
、
観

閲
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
で
は
日
本
消
防
協
会
功
績

章
を
植
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貴
昭
分
団
長
が
受
章
さ

平
成
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年
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式
挙
行

新
庄
村
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防
団

婦
人
消
防
隊

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

❻ 職員数の状況

❺ 特別職の報酬等の状況(29年4月1日現在) 

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由

合計

公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

（28年度支給割合）4.10月分

（28年度支給割合）3.45月分

　　　（算定方式）   　　　　　　（１期の手当額）   （支給時期）
給与月額×500/100×在職年数　　　12,600,000円　　　 任期毎
給与月額×300/100×在職年数　　　  6,600,000円　　　 任期毎

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

報　　酬

退職手当

期末手当

部門

数
員
職 － [49人]

－ [49人]

[　　 ]

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 計

平成28年

平成29年

対前年増減数

630,000円

550,000円

260,000円

210,000円

190,000円

（630,000円）

（550,000円）

（260,000円）

（210,000円）

（190,000円）

820,000円

667,000円

316,000円

251,000円

230,000円

492,000円

443,000円

176,000円

122,400円

103,000円

1人

1人

9人

9人

1人

1人

2人

2人

 2人

2人

2人

2人

7人

9人

2人

4人

4人

28人

30人

2人

5人

3人

33人

33人

4人

4人

1人

1人

1人

1人

6人

6人

39人

39人

⑶その他の手当（29年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価

扶養手当

住居手当

管理職手当

宿日直手当

通勤手当

月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給　支給限度額27,000円

管理・監督の地位にある職員に支給　給与月額の5％

1回4,200円

扶養親族のある職員に支給（支給月額）配偶者10,000円、扶養親族たる子8,000円(配偶者がい

ない場合10,000円)、父母等6,500円(配偶者がいない場合1人目9､000円)扶養親族たる子のうち

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき5,000円加算

通勤距離が片道2km以上である職員に支給(支給月額)交通機関等の利用者１カ月の運賃相当額支

給限度額55,000円　自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分により支給2,000円～31,600円
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岡
山
県
消
防
協
会
青
年
章

　　　班
　　長
　清
川
　博
義

70
周
年
記
念
優
良
消
防
団
員
章

　　　副 

部 

長
　遠
藤
　春
夫

　　　班
　　長
　本
田
　康
二

　　　班
　　長
　中
村
　健
吾

70
周
年
記
念
優
良
青
年
消
防

　　　　　　　　　　団
員
章

　　　班
　　長
　岩
佐
　征
広

　　　班
　　長
　上
田
　義
朝

新
庄
村
長
表
彰
勤
続
章

　　　班
　　長
　岩
佐
　征
広

新
庄
村
長
表
彰
精
勤
章

　　　団
　　員
　芦
川
　　徹

　　　団
　　員
　荒
川
　雅
宣

　　　団
　　員
　池
田
　実
篤

新
庄
村
消
防
団
長
表
彰

　　　　　ラ
ッ
パ
隊
特
別
表
彰

　　　班
　　長
　岩
佐
　征
広

新
庄
村
消
防
団
長
表
彰

　　　　　　　操
法
特
別
表
彰

　　　部
　　長
　上
田
　雄
喜

　　　班
　　長
　岩
佐
　征
広

　　　班
　　長
　島
田
　兼
宏

　　　班
　　長
　上
田
　義
朝

新
庄
村
消
防
団
長
表
彰
技
能
章

　　　　(

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部)

　　　班
　　長
　深
井
　英
俊

　　　団
　　員
　岩
佐
　浩
典

　　　団
　　員
　平
元
　亨
樹

　　　班
　　長
　岩
佐
　征
広

　　　団
　　員
　池
田
　実
篤

　　　団
　　員
　佐
藤
　裕
亮

 

平
成
30
年
第
１
回
区
長
会
を
４
月

26
日（
木
）に
創
生
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　ま
ず
、小
倉
村
長
か
ら
地
域
創
生

事
業
等
、
今
年
度
の
重
点
施
策
の

説
明
を
含
め
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
新
規
採
用
職
員
等
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　そ
の
後
議
事
に
移
り
、
今
年
度
の

区
長
代
表
に
西
村
和
仁
氏（
中
谷
）、

副
代
表
に
方
川
進
氏（
梨
瀬
）が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
役
場
か
ら
平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
概
要
や
主
要
事
業

に
つ
い
て
説
明
し
、今
後
一
年
間
の
村

の
行
事
と
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

し
、閉
会
し
ま
し
た
。

　な
お
、
地
区
活
性
化
懇
談
会
に
つ

い
て
は
通
年
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
開
催
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
申
し
込
み
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　　（
総
務
企
画
課
　辻
）

新
庄
村
消
防
団
長
表
彰
技
能
章

　　　　　(

小
型
ポ
ン
プ
の
部)

　　　部
　　長
　上
田
　雄
喜

　　　班
　　長
　島
田
　兼
宏

　　　班
　　長
　上
田
　義
朝

　　　副 

部 

長
　川
上
　　博

　　　団
　　員
　髙
島
　輝
之

　　　　      

（
総
務
企
画
課
　千
葉
）

区

長

会

開

催

　4
月
28
日
︵
土)

と
29
日
︵
日)

の
2
日
間
、
東
京
・
両
国
エ
リ
ア

一
帯
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
た

﹁
両
国
に
ぎ
わ
い
祭
り
2
0
1
8｣

に
出
店
し
ま
し
た
。

　本
イ
ベ
ン
ト
は
﹁
ひ
め
の
も
ち

大
使
﹂
に
就
任
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
元
横
綱
・
大
乃
国
関
、
現

芝
田
山
親
方
よ
り
お
引
き
合
い
を

い
た
だ
き
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

2
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
も
両
国
国
技
館
館
内
で
、

四
人
搗
き
に
よ
る
餅
の
実
演
販
売

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ま
に
お
並
び
を
い
た
だ

き
、
搗
い
た
餅
は
即
完
売
。
途

中
、
芝
田
山
親
方
に
も
餅
つ
き
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　丸
い
白
餅
と
﹁
白
星
﹂
、
ま
た

ひ
め
の
も
ち
自
慢
の
﹁
粘
り
と
コ

シ
﹂
に
掛
け
ま
し
て
、
角
界
の
縁

起
物
と
し
て
、
ひ
め
の
も
ち
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
新
庄
村
自
慢
の
ヒ

メ
ノ
モ
チ
の
新
し
い
販
路
開
拓
へ

向
け
て
、
様
々
な
可
能
性
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　︵
産
業
建
設
課

　竹
本
︶

　4
月
30
日
︵
月
︶
新
庄
村
森
林

セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
と
N
O
I
岡
山

と
の
共
催
に
よ
る
﹁
早
春
の
毛
無

山
の
動
植
物 

自
然
観
察
会
﹂
が

開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
計
27
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　N
O
I
岡
山
の
西
本
孝
指
導
員

の
案
内
の
も
と
、
新
緑
が
芽
吹
き

は
じ
め
た
毛
無
山
の
3
合
目
ま
で

の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　途
中
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
タ
ゴ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声

を
耳
に
し
た
り
、
﹁
坪
庭
に
よ
く

生
え
る
﹂
と
い
う
名
の
由
来
を
持

つ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
の
花
を
観
察
し
た

り
と
、
初
夏
の
毛
無
山
の
自
然
を

じ
っ
く
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。

　身
近
な
自
然
か
ら
の
新
鮮
な
発

見
の
連
続
に
、
参
加
者
か
ら
は

﹁
自
然
の
奥
深
さ
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
ま
し
た
﹂
な
ど
、
感
嘆
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

*

自
然
保
護
協
会
自
然
観
察
指
導
員
岡
山
連
絡
会

 

︵
森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
事
務
局)

両
国
に
ぎ
わ
い
祭
り

　
　
　2
0
1
8
に
出
店

﹁
早
春
の
毛
無
山
の
動
植
物

　自
然
観
察
会
﹂
を
開
催

れ
、延
べ
40
名
の
団
員
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　ま
た
、長
年
消
防
活
動
等
に
尽
力

さ
れ
た
婦
人
消
防
隊
退
隊
者
２
名

の
方
に
村
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　新
入
団
員
及
び
表
彰
受
賞
者
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
新
入
団
員
】

　　　本
　　　部
　船
水
　佳
祐

　　　第 

３ 

部
　寺
下
あ
ゆ
む

　　　第 

４ 

部
　塚
田
　浩
介

　　　第 

４ 

部
　笹
野
　　暁

【
表
彰
受
賞
者
】

日
本
消
防
協
会
功
績
章

　　　分 

団 

長
　植
田
　貴
昭

日
本
消
防
協
会
精
績
章

　　　分 

団 

長
　柴
田
　泰
伸

岡
山
県
知
事
優
良
消
防
団
員
章

　　　部
　　長
　上
田
　雄
喜

　　　班
　　長
　藤
井
　教
司

　　　班
　　長
　滝
田
　　修

　　　班
　　長
　山
口
　博
之

　　　班
　　長
　岩
佐
　征
広

岡
山
県
消
防
協
会
表
彰
章

　　　班
　　長
　福
井
　　学

　　　班
　　長
　坂
本
　典
明

　　　班
　　長
　島
田
　兼
宏

岡
山
県
消
防
協
会
精
勤
章

　　　班
　　長
　酒
井
　　厚

　　　班
　　長
　坂
本
　典
明

　　　団
　　員
　髙
島
　真
司

　　　団
　　員
　髙
島
　輝
之

*
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　4
月
15
日
（
日
）
が
い
せ
ん
桜
通
り
を

会
場
に
「
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
2
0
1
8｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
年
は
全
国
的
に
桜
の
開
花
が
早
い
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
新
庄
村
も
4
月
3
日
に
開
花

宣
言
、
6
日
に
満
開
宣
言
と
例
年
に
な
く
桜
の

動
き
の
早
い
、
あ
わ
た
だ
し
い
春
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
そ
の
後
の
寒
の
戻
り
に
よ
っ
て
桜
の

花
は
長
く
そ
の
姿
を
保
っ
て
く
れ
、
4
月
8
日

に
は
「
雪
化
粧
を
す
る
満
開
の
が
い
せ
ん
桜
」

と
い
う
珍
し
い
光
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
庄
小
学
校
5
・
6
年
生
に
よ

る
傘
踊
り
、
備
州
岡
山
鉄
砲
隊
の
火
縄
銃
砲
術

演
武
、
有
志
の
子
ど
も
ら
に
よ
る
新
庄
田
植
え

唄
の
披
露
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　新
庄
田
植
え
唄
に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま

か
ら
の
声
援
が
送
ら
れ
、
最
後
に
子
ど
も
た
ち

が
「
s
i
n
g 

a 

s
o
n
g 

新
庄
村
」
を
歌

う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　期
間
中
は
お
よ
そ
40
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、

訪
れ
た
約
8
千
人
の
花
見
客
は
、
各
々
の
お
店

自
慢
の
春
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

がいせん桜まつり2018がいせん桜まつり2018
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　ま
た
、
4
月
12
日
か
ら
14
日
ま

で
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
L
E
D

投
光
器
に
よ
る
が
い
せ
ん
桜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
こ
ち
ら
も

写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

た
い
へ
ん
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　が
い
せ
ん
桜
通
り
の
住
民
の
皆

さ
ま
に
電
力
供
給
等
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
今
年
で
6
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間

中
に
は
昨
年
に
続
い
て
成
年
団
に

よ
る
杵
つ
き
餅
入
り
ぜ
ん
ざ
い
の

ふ
る
ま
い
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　今
年
は
特
に
開
花
の
期
間
も
長

く
、
花
見
客
で
道
路
が
混
雑
す
る

な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、

村
内
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
に
終
了
で
き
た
こ
と

を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　反
省
会
で
の
ご
意
見
も
参
考
に
、

よ
り
良
い
祭
り
に
す
べ
く
、
引
き

続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

　4
月
７
日
（
土
）
し
だ
れ
桜
通

り
を
会
場
に
「
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン

ビ
ー
ノ
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　平
成
23
年
の
プ
レ
大
会
か
ら
春

と
秋
合
わ
せ
て
11
回
目
の
開
催
と

な
り
、
岡
山
県
の
各
名
所
を
巡
る

企
画
と
し
て
毎
年
春
に
新
庄
村
に

来
村
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　会
場
と
な
っ
た
し
だ
れ
桜
通
り

に
は
、
昭
和
47
年
ま
で
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
を
中

心
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
約
90
台

が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

　当
日
は
が
い
せ
ん
桜
も
満
開
に

な
り
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
数
の
お
客
さ
ま
が
興
味

深
そ
う
に
車
列
に
見
入
っ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　普
段
と
は
違
っ
た
客
層
の
方
々

に
新
庄
村
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

貴
重
な
機
会
と
し
て
、
今
後
も
協

力
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　山
田
）

ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ
ー
ノ

　　　　　　　　　　　2
0
1
8

平成29年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします平成29年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします
地区名

野土路

高　下

中　谷

浦　手

梨　瀬

大　原

滝の尻

田　浪

二ツ橋

戸　島

田　井

田　中

鍛冶屋

幸　町

上　町

本　町

中　町

東　町

西　町

旭　町

茅　見

大　所

田中住宅

カケ住宅

事　　　業　　　内　　　容 地区名 事　　　業　　　内　　　容

大山咋神社春祭・伊勢の宮神社秋祭・緑と花いっ

ぱい運動・愛宕祭り・地区親睦研修会

緑と花いっぱい運動・河川清掃・宇賀神社清掃

中谷秋春祭り、黒観音堂清掃作業、公民館周辺

清掃作業

夏祈祷、春祈祷、山の神水路清掃、ワサビ栽培地手

入れ、緑と花いっぱい運動

新庄川土手草刈り、薬師堂夏祈祷、公民館清

掃、笠抜水路清掃、御鴨神社春祈祷、初寄合

梅林手入れ・愛宕祭り・秋季荒神祭り・新年お

日待ち・春季荒神祭り

河川清掃、愛宕宮祭り、山の神清掃

毛無山祭り、綱打、観音堂祭り、田浪神社春祭り

愛宕山祭、中山線もみじ下草刈り、山の神秋春

祭

地区内清掃活動、小中学生通学路の草刈り、公

民館周辺草刈り清掃作業、地区懇談会

田井川清掃、石仏様草取り清掃、龍王神社周辺

の草刈り、龍王神社祭り

新庄神社清掃・夏祈祷、諏訪神社・八幡荒神社

清掃・秋祭り・初祈祷、公民館除雪作業

地区内川清掃、夏祭り、山の神祭り

地区花見、夏祈祷、緑と花いっぱい事業、公民

館清掃、新庄川・戸島川清掃

地区内清掃活動、花見会、緑と花いっぱい事

業、夏祈祷、河川清掃

緑と花いっぱい事業、地区内イルミネーショ

ン、とんど祭り

がいせん桜通りの清掃作業、地区除雪作業

愛宕山水源地清掃活動、とんどさん、地区親睦

会

緑と花いっぱい事業、地区親睦会

緑と花いっぱい運動、河川草刈り、地区内水路

清掃

隼鷹祭り、荒神・山の神祭り及び清掃

三面水路清掃、河川草刈り、公民館清掃、水路

草刈り

住宅内草刈り、庭木の剪定、水路清掃

住宅周辺の草刈り、ゴミステーション設置のた

めの整地作業
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お

ら
知

せ

年  

金  

相  

談

　　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。　　　　　　　　　　　（
住
民
福
祉
課
）

 

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
村
が
３
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
方
の
増
加
や
、
介
護
保
険

制
度
の
改
正
で
65
歳
以
上
の
負
担

割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な

ど
を
基
に
、
昨
年
度
中
に
介
護
計

画
策
定
委
員
会
の
中
で
審
議
し
、

保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

 

保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
３
年
間
に
、
ど
の
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
程
度
利
用
す
る

か
を
見
込
み
、
そ
の
た
め
に
必
要

と
な
る
費
用
総
額
の
概
ね
23
％
を

65
歳
以
上
の
方
の
人
数
で
割
り
返

し
て
、
一
人
当
た
り
の
負
担
額

(

基
準
額)

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度

 

　
　  

基
準
額
：
５
，
６
６
４
円

　
　
　
　
←

平
成
30
年
度
〜
平
成
32
年
度

 

　
　  

基
準
額
：
６
，
２
０
０
円

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
6
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
６
月
14
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　    

　
　
　

　
13
時
〜
15
時

　
６
月
28
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　 

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

場

　所  

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室  

　
　
　 

0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
5  

　
固 

定 

資 

産 

税
　
（
1
期
）

　
　
納
期
限
　
5
月
31
日
（
木
）

　
今
年
も
５
月
最
終
水
曜
日
に
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８
」

が
全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
日
】

　
５
月
30
日
（
水
）

【
対
戦
相
手
】

　
秋
田
県
　
藤
里
町

【
ル
ー
ル
】

　
５
月
30
日
（
水
）
午
前
０
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
に
、
15
分
以
上

続
け
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

人
の
参
加
率
を
競
い
ま
す
。
対
戦

に
負
け
た
市
町
村
は
、
対
戦
相
手

の
旗
を
庁
舎
に
１
週
間
掲
げ
ま
す
。

　
新
庄
村
で
は
恒
例
の
早
朝

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
30
年
4
月
28
日

　
石
藤
　
　
武 (

満
87
歳)

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
30
年
4
月
受
付
分

　
6
月
10
日
（
日
）
に
毛
無
山
山

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
山
ま
つ
り
は
毛
無
山
の
山
開
き

に
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
夏
山
の
安

全
祈
願
を
行
い
ま
す
。

▼
10
時
〜
森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策

（
村
内
の
方
は
無
料
）

▼
10
時
30
分
〜
護
摩
法
要
、
ご
り

や
く
餅
配
布

▼
12
時
〜
森
の
コ
ー
ラ
ス
、
美
作

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
ほ
か

▼
恒
例
の
そ
う
め
ん
流
し
、
新
庄

村
特
産
品
な
ど
の
販
売
も
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
程
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　　　　　　　　　産
業
建
設
課 

観
光
係

　　　　　　　0
8
6
7
‐
５
６‐

２
６
２
８

5
月
の
納
税

　
運
動
す
る
場
所
が
新
庄
村
内
で

あ
れ
ば
、
村
民
の
方
に
限
ら
ず
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
御
親
戚
や
ご
友
人
に
も
お
声

か
け
頂
き
、
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く

り
と
共
に
、
自
治
体
参
加
率
日
本

一
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
を
さ
れ
た
方
は
人
数
を
カ

ウ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
必
ず
教
育

委
員
会
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
当
日
午
後
９
時
30
分
報
告
締

切
）
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
前
田
）

区 分
村 　 内

3月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

0

0

0

0

2件

0人

0人

2人

13

0

1

15

25件

0人

1人

29人

本年の累計 3月期 本年の累計

真庭市内

事

故

3月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　山本）

平
成
30
年
か
ら
介
護
保

険
料
が
変
わ
り
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　　　　　        

２
０
１
8

毛
無
山
山
ま
つ
り

　  

開
催
の
お
知
ら
せ

食
中
毒
に
注
意

　
細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中
毒

は
、
気
温
と
湿
度
が
高
く
な
る
夏

場
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
代
表
的

な
食
中
毒
原
因
菌
は
、
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
（
〇
１
５
７
な
ど
）
や

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
属
菌
な
ど
で
す
。
食
中
毒
予
防

の
三
原
則
、
菌
を
「
つ
け
な
い
・

ふ
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」
を

守
っ
て
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
食
中
毒
予
防
三
原
則
】

①
菌
を
つ
け
な
い

　
調
理
前
や
食
事
前
は
、
ハ
ン
ド

　
ソ
ー
プ
を
使
っ
て
し
っ
か
り
手

　
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
調
理
器
具

　
は
用
途
別
に
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

　
調
理
し
た
も
の
は
で
き
る
だ
け

　
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に

　
食
べ
な
い
と
き
は
冷
蔵
庫
で
保

　
管
し
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
に
入

　
れ
て
も
、
細
菌
は
ゆ
っ
く
り
増

　
え
て
い
く
の
で
、
冷
蔵
庫
を
過

　
信
し
過
ぎ
ず
、
で
き
る
だ
け
早

　
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
菌
を
や
っ
つ
け
る

　
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
、
し
っ

　
か
り
加
熱
す
る
こ
と
で
や
っ
つ

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
心

　
部
を
75
度
で
１
分
間
加
熱
す
る

　
の
が
目
安
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
真
庭
保
健
所
　
衛
生
課

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）
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た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る
人
の
健

康
に
与
え
る
影
響
だ
け
で
な
く
、

た
ば
こ
の
煙
を
周
り
で
吸
っ
て
し

ま
て
い
る
「
受
動
喫
煙
」
の
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。
喫
煙
習
慣
は
個

人
の
嗜
好
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族

や
友
人
、
周
囲
の
人
の
健
康
被
害

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で

は
、
５
月
31
日
を
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
と
定
め
、
「
禁
煙
週
間
」

（
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
）
も
共

に
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影

響
か
ら
人
々
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
２
０
２
０
年
、
受
動

喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
〜

た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達
を
ま

も
ろ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

ま
す
。

　
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

で
は
、

日
本
の
受
動
喫
煙
対
策
を
４
段
階

評
価
の
最
低
レ
ベ
ル
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
世
界
で
は
２
０
１
４
年

ま
で
に
49
カ
国
で
屋
内
全
面
禁
煙

の
法
規
制
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
で

も
室
内
の
１
０
０
％
禁
煙
化
を
目

指
す
べ
き
と
い
え
ま
す
。
岡
山
県

お
元
気
で
す
か
？

 

世
界
禁
煙
デ
ー

〜
受
動
喫
煙
対
策
〜

 

世
界
禁
煙
デ
ー

〜
受
動
喫
煙
対
策
〜

 

世
界
禁
煙
デ
ー

〜
受
動
喫
煙
対
策
〜

で
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
禁
煙
・
完
全
分
煙
を
実

施
し
て
い
る
施
設
に
対
し
て
認
定

を
行
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
庄
村
で
は
、
役
場
や
保
育
所
、

郵
便
局
、
や
ま
な
み
等
が
禁
煙
実

施
施
設
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
健
康
推
進
課
「
禁
煙
・
完

全
分
煙
認
定
施
設
を
募
集
し
て
い

ま
す
！
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
禁
煙
は
、
依
存
性
が
高
く
絶
つ

ま
で
に
は
相
当
な
苦
労
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
息
が
楽
に
な
っ
た

な
ど
健
康
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
く
、
喫
煙
が
リ
ス
ク
因
子
と
な

る
病
気
や
生
活
習
慣
病
の
発
症
、

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

「
禁
煙
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）

健
康
ま
つ
り
の

　　　　お
知
ら
せ

・
35
〜
39
歳
国
保
健
診

・
歯
科
検
診

・
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診

・
胃
が
ん
検
診

（
午
後
開
催
）

・
子
宮
が
ん
検
診

・
骨
そ
し
ょ
う
症
検
診

＊
詳
し
く
は
愛
育
委
員
さ
ん
よ
り

配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

お
願
い

①
受
診
さ
れ
る
方
は
最
初
に
総
合

受
付
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
受
付
で
大
変
混
み
合
う
た
め
、

受
付
を
増
や
し
、
受
付
時
間
を
地

区
ご
と
に
分
け
ま
し
た
。
な
る
べ

く
こ
の
時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

Ａ
　
野
土
路
・
高
下
・
中
谷
・
大

原
・
滝
ノ
尻
・
田
浪
・
二
つ
橋
・

戸
島
：
９
時
〜
10
時
15
分

Ｂ
　
浦
手
・
梨
瀬
・
田
中
・
田

井
・
鍛
冶
屋
・
町
地
区
・
茅
見
・

大
所
・
住
宅
：
10
時
15
分
〜
11
時

30
分

＊
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方

は
長
時
間
の
絶
食
を
避
け
る
た
め
、

こ
の
時
間
に
関
係
な
く
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

③
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
に
つ
い
て

検
診
車
内
で
肌
着
、
無
地
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
一
枚
（
ボ
タ
ン
も
不
可
）

に
な
れ
る
格
好
で
、
ズ
ボ
ン
も
金

具
が
少
な
い
も
の
で
、お
越
し
く
だ

と

　
　き

　

 

６
月
12
日
（
火
）

場

　
　所

　ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　

 

９
時
〜
11
時
30
分

　
　
　

 

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

検
診
内
容

（
午
前
開
催
）

・
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

さ
い
。

④
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　前
日
の
夜
９
時
以
降
は
絶
食（
水

や
タ
バ
コ
も
だ
め
で
す
）で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　（
住
民
福
祉
課
　竹
本
）

赤
十
字
運
動

　　　月
間
に
つ
い
て

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
支
援
も
、
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
、
救
急
法
の
講

習
会
や
健
康
に
関
す
る
講
演
会
、

海
外
で
の
救
援
活
動
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
新
庄
村
に
も
、
赤
十
字
社
か
ら

毛
布
（
16
枚
）
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中

電
灯
等
が
入
っ
た
緊
急
セ
ッ
ト

（
15
個
）
な
ど
救
援
物
資
が
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
赤
十
字

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
く
会
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
会
費
納
入
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
１
人
で
も
多

く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
渡
辺
）

　
５
月
は
日
本
赤
十
字
社
が
誕
生

し
た
月
で
あ
り
、
「
赤
十
字
運
動

月
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
庄

村
で
は
昨
年
の
運
動
月
間
を
通
じ
、

２
４
８
人
の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

総
額
１
９
７
，
２
０
０
円
の
会
費

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
２
０
１

６
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
や
鳥

取
県
中
部
地
震
に
救
護
班
の
派
遣

や
物
資
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

雪
の
花
桜
の
花
と
き
そ
い
た
り

　
　
　
　
　宇
田
弘
通

桜
蘂
降
る
本
陣
の
見
越
し
へ
も

　
　
　
　
　田
中
寛
一

オ
リ
ー
ブ
も
海
も
淡
色
瀬
戸
の
春

　
　
　
　湯
浅
芳
郎

飛
行
機
の
落
書
き
し
た
り
春
の
空

　
　
　
　金
盛
啓
子

Ｖ
サ
イ
ン
卒
業
の
孫
真
中
に

　
　
　
　
　
　大
月
幸
子

今
月
の
俳
句

さ
く
ら
し
べ
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
今
年
も
お

花
見
に
出
か
け
ま
し
た
。
今
年
は

桜
の
開
花
が
早
く
、
桜
の
花
に
雪

が
積
も
る
と
い
う
珍
し
い
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
利
用
者
様
も
お

花
見
を
と
て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て

お
り
、
昔
話
に
花
が
咲
き
、
「
今

年
も
が
い
せ
ん
桜
を
見
れ
て
良

か
っ
た
。
」
「
今
年
は
寒
か
っ
た

か
ら
、
花
が
多
い
。
」
な
ど
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光

客
の
方
か
ら
「
新
庄
村
の
元
気
な

お
年
寄
り
の
方
に
お
か
げ
を
も
ら

い
た
い
。
」
と
握
手
を
求
め
ら
れ

る
と
い
う
一
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
に
た
く
さ
ん
声

を
か
け
て
頂
き
、
利
用
者
様
の
表

情
も
い
つ
も
以
上
に
輝
い
て
い
ま

し
た
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

お

　　花

　　見

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　5
6
‐
2
0
0
1

老
人
ク
ラ
ブ

　　　　　連
合
会
の
活
動

４
月
の
活
動
状
況

　
新
た
な
年
度
を
迎
え
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
で
は
様
々
な
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、
日
々
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
励
む
姿
も

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
や
体
の
健
康
・
若
々
し

さ
を
保
つ
た
め
に
も
、
楽
し
み
や

役
割
の
あ
る
毎
日
を
お
過
ご
し
下

さ
い
。

さ
く
ら
の
里

　　がい
せ
ん
桜
・

　　　　　

 

道
の
駅
め
ぐ
り

　
さ
く
ら
の
里
で
は
、
恒
例
の
お

花
見
会
で
、
が
い
せ
ん
桜
を
見
に

い
き
ま
し
た
。

　
満
開
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

り
、
み
な
さ
ん
「
き
れ
い
な
な
ぁ｣

「
き
て
よ
か
っ
た
わ
」
と
笑
顔
が

自
然
と
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
花
見
の
後
は
、
新
し
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
道
の
駅
に
行

き
、
み
な
さ
ん
以
前
と
違
う
外
観

に
驚
き
を
隠
せ
な
い
表
情
で
し

た
。
わ
い
わ
い
談
話
を
楽
し
み
な

が
ら
楽
し
い
時
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

17
日
　
平
成
29
年
度
会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

３
名)

24
日
　
平
成
30
年
度
第
１
回
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

11
名)

　
各
単
位
ク
ラ
ブ
全
て
役
員
の
改

選
な
く
平
成
30
年
度
を
迎
え
、
連

合
会
役
員
２
年
目
と
な
る
皆
さ
ん

の
今
年
度
初
の
顔
合
わ
せ
で
す
。

　
今
回
は
、
①
平
成
29
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
・
監
査
報
告
、

②
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
・
収

支
予
算
案
、
③
平
成
30
年
度
通
常

総
会
、
④
今
後
の
主
な
事
業
実
施

日
程
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
確
定
し
た
今
後
の
事
業

予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
１
回
奉
仕
作
業

　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
19
日
）

○
老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
７
月
３
日
　
午
前
）

○
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
ル
フ
大
会
（
７
月
３
日
　
午
後
）

○
美
作
地
区
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
ル
大
会
（
９
月
５
日
　
鏡
野
町
）

第
１
回
役
員
会
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　４月１５日（日）の桜まつりでは、本年度も上
町の新家さん宅をお借りし、中学校生徒会がバ
ザー品の販売とAMDA募金と観光ガイドボラン
ティアに取り組みました。
　生徒たちはおそろいのスタッフジャンパーで、
大きな声でAMDA募金を呼びかけたり，バザー
で海外からの観光客の方に英語交じりの説明をす
るなど、積極的に応対をしていました。観光ガイ
ドでは行ったことのある場所のアンケートや新庄
の紹介など、準備してきた成果を発揮することが
できました。　　
　集計の結果、AMDA募金活動で29,127円集ま
り、バザー品販売で33,910円の売り上げがありま
した。バザーの収益の一部は、生徒会費として有
効に活用させていただきます。バザー品の提供を
して下さった方々、募金や購入で協力して下さっ
た方に感謝いたします。
今後も地域から多く
のことを学び、地
域に貢献できる活動
について、生徒と教
職員が相談しながら
進めていきたいと考
えています。
　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより

ジュニアスポーツクラブ結団式ジュニアスポーツクラブ結団式

小学校だより小学校だより
バザー・観光ガイド・募金
～桜まつりに、生徒会活動～

　５月１日（火）、宍戸さんにお世話になって、
ヒメノモチづくりをする田んぼで『肥まき（こや
しまき）』をしました。
　全校で担当の先生から指示を聞いた後、すぐに
まく作業に入りました。縦割り班ごとに大きな二
つの肥の山を崩して広げていきます。高学年の子
は、低学年の子に丁寧に教えてあげていました。
初めのうちは「牛のうんこだって！」と躊躇して
いた子もだんだん勢いよく山を崩していくように
なりました。スコップではもどかしくなり、（手
袋をした）手で運ぶ子がたくさんいました。最後
には犬が地面に穴を掘るかのように豪快に肥をま
き広げる子もいました。
　化学肥料が多くなった現代では、牛などの『肥
（こえ）』を実際に見たり触ったりすることはと
ても少なくなりました。新庄小学校の子どもたち
は貴重な経験をさせていただいています。
　地域の皆様のご協力・ご支援に感謝いたしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（新庄小学校　岡田）

ヒメノモチの学習始まり！

　４月２１日（土）、小学校体育館で、ジュニアス
ポーツクラブ結団式を行いました。
　結団式では、会長の挨拶、サッカー、ソフトバ
レーの指導者紹介に続き、クラブ員の自己紹介があ
りました。自己紹介では「試合で勝てるように頑張
りたい」「大きな声をだしたい」「みんなを引っ
張って行きたい」など、今年頑張りたいことを発表
してくれました。
　今年度は、新規入団４名が加わり、18名となった
クラブ員の中から、サッカーのキャプテンに坂本祐
典さん、副キャプテンに川上芙葉さんが選ばれ、ソ
フトバレーのキャプテンに杉本裕海さん、副キャプ
テンに磯田百花さんが選ばれました。活動を通して、

個人技だけでなく、スポーツを楽しみながらチーム
力を高め、あいさつやマナーを守る新庄村ジュニア
スポーツクラブの伝統を引き継いでもらいたいと思
います。
　今年度も保護者の皆様、指導者の皆様、ご協力と
ご支援をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　（教育委員会　多久間）


